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１．本研究室の研究および教育内容の概要について
（１）研究室の根幹；異なった価値観と向き合える力
　私は、小児外科医療を約10年、その後にがん医療および
緩和医療を約15年という臨床医療現場での経験をもとに、
本学では「臨床医療」と「社会」を繋ぐための教育と研究
を行うことを目標にして、2005年04月より本学に赴任した。
赴任当初より研究室の基本理念として策定したのは「"死
生の際”で当事者として適切に行動できる力（当事者力）
と耐えられないつらさを和らげるための個人の力と社会的
システムの在り方」というものである。教育課題としては、
学生個人が社会の様々な現場や人生で遭遇する“乗り越え
難い課題”に対応する力（Capability）を身に付けるこ
とを掲げ、研究課題としては多様な死生の在り方から社会
的な課題を抽出し、より前向きに生きることが可能な社会
システムを育み、次世代に継承していくための条件につい
ての研究を行うことを目標とした。以上より、特に重視し
たのは「自己の価値観と相容れない様々な価値観や出来事
に遭遇した場合にそれらとつながりつづけることの意味を
考える」というテーマである。
　このテーマを掲げるに至った理由として、生存困難な病
態を抱えた新生児に対する外科や、小児固形がんの臨床現
場、さらに治癒困難ながん患者とその家族が抱える多くの
問題に直面する緩和ケアの臨床現場などで体験した様々な
解決不能な課題に直面した人たちと向き合ってきた経験が
挙げられる。
　すなわち、当初に問題はとても解決できないと思われて
も、それを抱えている当事者の方と力を合わせることで、
出来る事から少しずつ積み上げていく作業を繰り返してい
るうちに、いつの間にか問題の捉え方や取り組み方などが
少しずつ変わり、最終的に道が開けるという体験から、粘
り強い取り組み（つながり続ける力）によって相互の視
点や方法が変わることに気が付かされたのである。さらに、
大切なことは多様な視点から取り組むことであり、このた
めに支援のためのチームではメンバー其々の視点を尊重し
て、多角的に取り組む方法が求められるということも学ぶ
ことが出来た。このような経験をもとに、厳しい局面でも
異なった価値観や視点を組み合わせてつながり続けること
で乗り切る力となるという認識を学生が体験することで、
社会人として活躍する基盤を形成してもらいたいと考えた
のである。
　臨床死生学は、ひとの死などの乗り越えがたい出来事や
事態に直面した人々の体験の語りや、生活の変化について
向き合うことで次世代に引き継げる「生活の知恵」を蓄積
し学問的に検証することを目的としている。私が臨床現場
で出会った多くの患者さんやご家族、さらに医療スタッフ
は、それまでに培った能力や経験などをフルに活用して、
様々な難問に立ち向かっていたが、その人たちの殆どが口
にするのは、最も困難な状況で「自分とつながってくれる
ひとの有難さ」についてであった。彼らは、ひとの知恵や
経験の限界に直面する場面で、他の人とのつながりによっ
て事態を打開する力や苦境を理解してもらえることの有難
さを実感していたのである。
　すなわち、厳しい局面でも音を上げずに立ち向かう力が
「周囲の人とのつながりの中で培われる」ということであ
り、そのようにして得たつながりは、ひとを成長させ、次
のひとにつながるという連鎖を産みだす原動力となるとい
うことである。
　これらの理念を元に、本研究室では、学生たちとともに、
自己の価値観と相容れない様々な価値観に触れることや、
その価値観との向き合い方について考えることを重視した。
これまでのゼミ生たちの研究テーマは「家族のあり方から
みる死に場所の変化」「我が国における高齢者の“居場所”
についての一考察」「現代の学生が持つ親の資格意識と子
どもの虐待との関係における質的検討」といった家族の在
り方について検討したものや、「大学生における出生前診
断への認知度と関連要因の検討」「大学生における新型う
つ病の受け止め方とストレス乗り越え教育の在り方」と
いった若者世代における課題についてのもの、さらに「ル
ワンダの大量虐殺についての死生学の視点からの考察」「近
代戦争における倫理観とこれからの自衛隊」といった幅広
く社会的な題材を取り上げてきたものなどがある。しかし
ながら、どの研究においても重視するのが、その課題につ
いて参画する各当事者の視点を多角的に検討するというこ
とであり、自らが各当事者として行動するときの在り方に
ついて自己に問いかけるという作業を行うことである。
　学生たちはこのような研究と発表を行うグループ作業を
通して、多様な価値観への向き合い方を習得し、其々の成
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長の機会として活用しているだけでなく、生涯つきあえる
仲間を得ていると感じている。
　また、演習の一環として緩和ケアを始めとする様々な臨
床現場を訪れて、そこで行われている様々なケアの内容や
医療従事者が抱える課題について直接触れる機会としてい
るが、昨年より開始した沖縄県立中部病院訪問では、「沖
縄における死生観と臨床医療」という大きなテーマのもと
に、今後も研究室として継続して取り組むこととしている。
（２）研究活動と世代を跨いだ交流；思考をあきらめない
力と論理的なつながりを保つ力を得る
　上記では、主として学部学生の視点からの研究室の教育
及び研究活動の基盤を述べたが、本項では大学院生の視点
から研究室の概要をまとめて報告する。本年度の研究室の
大学院在籍生は修士課程４名、博士課程２名であるが、何
れも「臨床現場における緩和ケアの在り方」について研究
の焦点を当てることを目標としている。其々は理学療法士、
訪問看護師、ケアマネージャー、介護福祉士、MSWと
いった医療及び福祉関係の国家資格を有しており、臨床現
場での様々な課題解決を目的として緩和ケアの概念や研究
手法を学ぶという具体的な目標設定をしている。殆どの学
生が臨床現場での勤務と並行して研究を行っており、時間
的な調整の苦労はあるようであるが、研究成果を返す現場
があることが大きな励みになっているという面もあり、充
実した研究が行えているとのことである。研究領域として
は、がんの緩和ケアだけでなく、在宅緩和ケア、高齢者ケ
ア、非がん領域を含むリハビリテーションとかなり広いが、
２年前に赴任して力を発揮している鷹田佳典助手の専門領
域である小児がん領域におけるグリーワークや臨床死生学
の研究については昨年も大きな進展を見せたことで、今後
も研究室の柱として育てていく予定である。
さらに昨年から赴任された安部猛助教との共同作業として、
緩和ケア領域におけるヘルスケアコミュニケーションとい
うテーマで、「遺族によるホスピス・緩和ケアの質の評価
に関する共同研究」や、「緩和ケア病棟で使用する自施設
評価票の妥当性検証」研究といった内容の量的研究にも幅
を広げることが出来ている。
　さらに、本研究室では、学生同士や担当教員とのディス
カッションを積み上げて深めていくことを重視している。
これは、毎年９月に開催されるゼミ合宿ではe-スクール
生、大学院生、ゼミOB・OGが約40～50名集合して、幹
事が選定したテーマで資料ビデオをもとに集中討論を行っ
ている。また、日本臨床死生学会における学部生の発表も
毎年行っているが、ここにもe-スクール生、大学院生、ゼ
ミOB・OGが参加しており学会発表や学会運営の支援を
行うなど貴重な交流の場となっている。また、卒業後の
OB・OGたちもこのような現役世代との交流以外に、各
世代の交流や世代を跨いた積極的な交流を頻回に行ってい
ることが特徴として挙げられる。また、病院や施設に就職
したMSWの定期的勉強会を、他の研究室の卒業生も含め
て毎年開催しているが、これを発展させて業種・職種ごと
の情報交換の場を育成することも計画している。
２．本研究室の目指す将来像について
　本研究室では、我が国の医療・福祉分野において求めら
れる新しい仕事として「医療の質の向上とコミュニケー
ションシステム」を担える人材を育成することを目標とし
ている。このような能力を有する人材育成は、他大学でも
行われていないことから、今後の人間科学部における新し
い教育内容として意義があると考えており、所沢市などと
の共同でさらに学外の教育研修現場の構築に向けた取り組
みを行っているところである。また、この取り組みの一端
として、医療福祉分野の臨床現場と教育との連携強化を重
視する教員たちで2017年度から医工人間学系という学部の
系を構成することになったので、以下にその概略を紹介す
る。
　この系は臨床医療系３名（小野、河手、辻内）、工学系
３名（可部、畠山、村岡）、人間社会学系３名（土田、町田、
扇原）の合計９名の専任教員に助教および助手を加えて構
成されているが、研究室相互の教育面および研究面での交
流を重視しており、臨床現場で求められる実践的な能力を
備えた人材育成を目標としている。系における学部教育で
は、「臨床現場と社会とをつなぐ」ための高度な対人能力
を備えた人材を育成すること、大学院教育では、学部から
大学院までの一貫性の高い積み上げ型カリキュラムを通し
て、研究および臨床現場を推進・管理能力をもつ人材を育
成することが目標であるが、複数教員による対話型・課題
解決型教育形式や、ヒューマンケア専門職と非専門職の双
方向性討論を基盤とした課題解決型ディベート科目などを
計画している。さらに大学院生対象のプロジェクト科目と
して、生命医科学系との共同開催の「現代医療とケアにお
ける基礎と臨床」科目や、毎年２月に現地実習を行う「オー
ストラリアと日本の死生を巡る態度・風習・医療保険制度
の違いについて学ぶ」科目を開講している。
　
　最後に、以上のような将来に向けた取り組みが当研究室
を超えて、広く人間科学部における新しい魅力の一つとし
て構築・共有されることを期待している。
